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森 優太，竹田 徳則 

 

要旨 

 

【目的】通いの場への理学療法士の関与有無別による身体的プレフレイルと健

康関連指標の変化を明らかにした． 

【方法】通いの場 12箇所へ参加の身体的プレフレイル高齢者で，理学療法士の

関与群 34名と非関与群 29名に対して，関与群には 1回/月・90分・12

ヶ月間の期間，集団体操や健康講話などの健康行動を促した．  

【結果】1年後の身体的プレフレイルから健常への移行率は，関与群で 48.3%，

非関与群が 34.5%であった．また，関与群では老研式手段的自立，CS-

30，5m快適歩行速度，5m最速歩行速度で有意な改善を認めた． 

【結論】通いの場への理学療法士による月 1回の集団体操や健康講話を用いた

支援によって，身体的プレフレイルからの改善の可能性が示唆され

た． 
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タイトル： 

 

回復期リハビリテーション病棟認知症併存患者における行動・心理症状の実態と

変化 

発表者名（全員記載）： 

 

佐藤 英人，竹田 徳則 

要旨 

 

【目的】回復期リハ病棟における疾患別に BPSDの経過を把握し，入院中の作業

療法において介入を考慮すべき BPSDの下位症状と時期を予測した． 

【方法】脳血管疾患 183名・運動器疾患 82名の認知症患者を対象に，NPI-NH合

計点・下位症状得点それぞれを用い，有症率・重症度を入院・1ヶ月・

退院時点の経過を統計学的に分析した． 

【結果】脳血管疾患の入院時 BPSD有症率は 44.0％で，入院中に有症率と重症度

は有意に改善したが，下位症状別では一部悪化を認めた．運動器疾患

では入院時 29％に認め，入院中有意な変化を認めなかった． 

【結論】2疾患の入院時 BPSD割合と経過の差異を念頭に置き，BPSD軽減に向け

た作業療法プログラム立案の必要性が示唆された． 
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タイトル： 

 

脳卒中片麻痺患者の歩行解析における二次元動作解析システムを用いた膝関節

角度計測の信頼性と妥当性 

発表者名（全員記載）： 

 

塚田 晋太朗，越智 亮，細井 雄一郎，牧邨 実優，今井 一希， 

江西 一成 

 

要旨 

（250 字程度） 

【目的】脳卒中片麻痺患者の歩行動作における膝関節角度を二次元動作解析

（以下，2DMA）と三次元動作解析（以下，3DMA）で計測し，両システムの

日間信頼性，3DMA に対する 2DMA の基準関連妥当性について検討した． 

【方法】脳卒中片麻痺患者 13 名を対象とし，歩行時の膝関節角度および下肢回

旋角度を 2DMA および 3DMA で計測した． 

【結果】日間信頼性は両システムともに高かった．3DMA に対する 2DMA の妥

当性では加算誤差を認めたが，両システム間の波形類似性は高かった． 

【結論】脳卒中片麻痺患者の歩行中の膝関節角度の動作解析において，2DMA

は臨床で有用な評価ツールになり得ることが示唆された． 

 

 


